
 

 

 「2025年ピースアクションinこうち」の取組みの一つとして７月４日（金）高知市の神田小学校にて、

広島の調律師矢川光則さんを迎えて、「被爆ピアノ音楽会」を開催しました。 

 当日学校では、事前に広島への原爆投下と高知大空襲についての平和学習を行った上で、「被爆ピアノ

音楽会」に参加しており、ゲストピアニストのピアノのオリジナル曲の演奏や、５年生児童による演奏、

全員での合唱、調律師の矢川さんのお話、どれも児童の熱心な様子が見て取れる学習会となりました。 

 矢川さんからは、もとの持ち主にピアノを託された時ピアノの中には、たくさんのガラスの破片が入っ

ていて、原爆の爆風のすごさや自身全国を回って平和を考えるきっかけづくりをしていることなどを話さ 

             れました。 

            以下、児童の感想文（抜粋）紹介です 

            「私は、この学習会で、二つのことを考えました。」「一つは、八十年も前のピ     

             アノをしっかり保管できていること、無傷とういうわけにはいきませんが、 

             今まで聞いてきた音色よりも、特別できれいな音に聞こえました。北川さん 

             が作った曲は、今流行っている曲よりも、親しみやすくきれいな曲でした。私  

             は、言葉に表せない気持ちになりました。」「二つ目は、平和の大切さ、そし

て尊さです。原子爆弾は、広島と長崎におとされました。今、当たり前に一緒に過ごせている友達や家族も平

和だからこその事なのです。ロシアとウクライナは、未だに戦争をしています。そして、どちらの国もたくさ

んの命がなくなっています。日本が平和だから良い。ではなく、世界の平和がずっと続くことを私は祈りたい

です」 

翌日には高知県生協連の「ピースアクションｉｎこうち実行委員会」主催で県

立美術館（能楽堂）での「被爆ピアノコンサート」も開催いたしました。 

昨年に続いて高知小学校合唱部の児童の皆さんが、一般公募の演奏者ととも合

唱を披露しました。また、高知小学校の児童には、写真のように「平和の絵を描

いてもらい、その絵をクリアファイルとして当日来場の方々にお渡ししました。 



●学校生協組合員さんは、お預かりの学校生協出資金の中から、 

 こうち生協出資金に充てます。（1,000円です） 
【すでにご自身がこうち生協にご加入いただいている場合は、出資金の充当無しにご利用いただけます。】 
 

●ご利用代金は、学校生協からの請求となりますので従来と変わりません。 
 

●今までカタログにあっても買えなかったみりんや酒類などのご利用も 

 可能になります！ 






